
学校だより 令和５年１０月２７日発行

たくさんの行事が１０月に行われました。合唱コンクール、東中祭、東中ボランティア

では、生徒会が掲げた「Accept(受け入れる) Try(挑戦) Link(つなげる)」の下、テーマ

の実現を目指し、全校一丸で取り組んでいました。また、東中三大自慢の「あいさつ・歌

声・東中太鼓」を発揮する場として、一人一人が地域の皆様に「東中生の最高の笑顔」を

お届けすることができたのではないでしょうか。その様子を振り返ってみたいと思います。

９月２９日（金）、ほくしか鹿鳴ホールを会場で行われた合唱コンクールでは、東中三

大自慢の一つ「歌声」を見事に発揮することができました。保護者の感想には「全校合唱

も東中生みんなが団結しているもので、鳥肌が立つくらい素晴らしかった」「全校合唱に

感動！ほくしか鹿鳴ホールで行う意義を再確認した」「各クラスそれぞれの思いが感じら

れる」「１年生の初々しさ、２年生の落ち着いた歌声、３年生の貫禄ある歌声、最高だっ

た」などがあり、生徒の頑張りが評価されたことを大変うれしく思っています。
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１０月１日(日)に行われた東中祭では、各学年のステージ発表や吹奏楽部の演奏、３年

生の鳳凰太鼓、そして生徒の作品展示など、たくさんの東中生の頑張りを披露することが

できました。東中祭での保護者の感想には「全校が一体となり、取り組んでいる様子を楽

しく参観した」「生徒の皆さんの展示作品やステージ発表を観て、楽しい時間を過ごすこ

とができた」「皆の想いが真っ白なキャンバスに描かれ、とても鮮やかな『東中祭』だっ

た」など心温まる感想をいただきました。
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１３日（金）、地域の方々のご協力の下、東中ボランティアを実施しました。日頃お世
話になっている地域や地域の方々に、東中生の思いを伝える目的で行っているボランティ
アです。１０日(火)には町内会が行われ「なぜ東中ボランティアを行うか」について考え
を出し合いました。「きれいな地域でみんなが気持ちよく過ごして欲しいから」「日頃、お
世話になっている町内の皆さんに恩返しをするため」などの意見が出ました。ボランティ
ア当日は、各町内からもたくさんの方々の参加があり、地域の方々に東中生が支えられて
いることを実感しました。これからも、ふるさとを見つめ、ふるさと大館を自ら支えよう
とする気概を育てていきたいと思っています。今後も、ご協力、ご支援、よろしくお願い
いたします。

きりたんぽまつりでは、ボランティアとしてたくさんの東中生が活躍しました。会場の
各箇所で東中生の頑張りが見られた３日間でした。また当日は、３年生有志による、東中
鳳凰太鼓が披露され、３年生にとって最後の発表になりました。１年生の時、先輩から受
け継ぎ、初々しかった太鼓演奏も、今では東中の三大自慢として、自信あふれる演奏に変
容し、たくさんのお客さんの前で、素晴らしい演奏を披露することができました。次は１
年生への太鼓伝承があります。後輩へ、東中の歴史ある伝統を心を込めて引き継いでほし
いと思います。



１０月は研究会や視察が多く、たくさんの方々が東中学校に訪れました。視察された方
々からは東中生の学びに向かう姿勢や、協力して問題を解決する協働性などを高く評価し
ていただきました。また、生徒の評価はもちろんですが、先生方の授業のコーディネート
力にも感心していました。そして今年度も本校教諭の根本大輔が、１０月２日(月)～４日
(木)の期間、大館市代表として釧路市に招聘され、授業を提示してきました。釧路の地で
東中の「鳳凰タイム」を実践し高い評価を得ていました。

第４回秋田県活性化中学生選手権県北大会が２１日(土)に森吉公民館で開催され、本校
から２年生の半田悠貴さん、近藤永恋さん、安井桜愛さん、白川泰士さん、土田來夢さん
の５名がチームを組んで出場しました。この大会は地元の企業・団体を訪問して考えた地
域活性化策を発表するのもので、５人は夏休み中に蔵本の北鹿酒造を訪問し、酒造りで出
た米粉や酒かすからドーナツ、ケーキ、化粧品など
を開発し、特産品化するアイディアを発表しました。
また、これらを取り扱うカフェを開くほか、首都圏
のアンテナショップでＰＲし、大館に興味をもって
もらう案も示しました。地域活性化のための様々な
アイディアが認められ見事に優秀賞を受賞し、１１
月１１日(土)に秋田市さきがけホールで開かれる全
県大会にも出場することになりました。全県大会で
も地元大館の活性化に繋がるアイディアを、堂々と
発表してほしいと思います。
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